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第 13 回臨床疫学セミナー 
「イベント発生までの時間をアウトカムとした統計解析の諸問題と対策法: 

Q&A で学ぶ実践的生存時間データ解析入門」 
開催のご案内 

 
一般社団法人臨床疫学研究推進機構（東京都町田市、代表理事：奥村泰之）では、最先端

の研究法を活用するための臨床疫学セミナーを開催しています。標記、第 13 回臨床疫学セ

ミナーは、以下の要領で開催しますので、ご案内申し上げます。4 月 30 日時点で、すでに

418 人以上が参加登録した、大きな期待を集めているセミナーとなります。関係者各位に、

ご周知のほどお願いします。 
 

リアルタイム配信日 2024 年 5 月 31 日 (金) 17:00~18:30 
オンデマンド配信期間 2024 年 6 月 7 日 (金) ~2024 年 7 月 7 日 (日) 
演者 佐藤 俊太朗 (長崎大学病院臨床研究センター) 
司会 奥村 泰之 (一般社団法人臨床疫学研究推進機構) 
参加費 3000 円 (学生: 500 円) 
参加登録 https://icer13.peatix.com (登録〆切: 5 月 30 日 (木)) 
 

企画趣旨 

医療機関への入院から退院までの期間、入職から昇進までの期間、入学から中退までの期

間など、特定の開始点から関心のあるイベントが発生するまでの時間を「生存時間データ

（survival/time-to-event data）」と呼びます。この生存時間データに関する統計解析を「生

存時間解析（survival analysis）」といいます。生存時間データは社会科学や医学で頻繁に

使用されるため、多くの研究者や臨床家は、生存時間解析に触れる機会は多くあるでしょう。

しかし、実際に生存時間データの解析を試みると、以下のような疑問が浮かび上がります。 
• 生存時間データ解析の結果の解釈の仕方は？ 
• 適切な群間比較の方法は？ 
• 統計モデルを用いた適切な効果の推定方法は？  
• 関心のあるイベントは心筋梗塞だけど、心筋梗塞を起こさずに死亡した場合、どのよう

に考えれば良いのか？ 
• 生存時間解析をしたい場合、研究計画書にはどう書けば良いのか？ 
• 生存時間解析をした場合、論文にどう書けば良いのか？ 

 

お問い合わせ先 

一般社団法人臨床疫学研究推進機構 

東京都町田市中町 1-2-5 

E-mail：info@icer.tokyo 



本セミナーでは、このような実践的で一般的な疑問について、考え方や対策法の一例を Q&A

形式で解説していきます。 

演者略歴 

2014 年から長崎大学病院臨床研究センターで生物統計家として、統計・疫学コンサルテ

ーションや研究・教育活動に従事。2018 年に久留米大学の博士後期課程を修了し、バイオ

統計学の博士号を取得。『現代疫学』監修。 

臨床疫学セミナーについて 

医療・介護・福祉領域の臨床疫学研究では、研究法の高度化が進み、研究者に求められる

知識が増えてきています。そこで、臨床疫学セミナーは、一般的な教科書ではあまり取り上

げられない重要性の高い研究法に着目して、最先端の情報を共有するために実施しています。

これまでの臨床疫学セミナーには、延べ 8582 人が参加しており、国内最大規模の研究法セ

ミナーとして成長しています (表)。参加者は、医療機関などの臨床家、大学・研究所の研

究者、製薬企業の職員など多岐にわたります。 
 

表. 臨床疫学セミナーの履歴 
日付 演題名 講師名 (所属) 参加者数 
2021 年 12 月 3 日 第 1 回臨床疫学セミナー「分割時系列デザイン: 

対照群のない研究デザインにおける効果推定法

の基礎と実践」 

佐藤 俊太朗 
(長崎大学病院) 

611 人 

2022 年 1 月 14 日 第 2回臨床疫学セミナー「自己対照研究デザイン: 
対照群のない研究デザインにおける効果推定法

の基礎と実践」 

佐藤  俊太朗 
(長崎大学病院) 

475 人 

2022 年 2 月 18 日 第 3 回臨床疫学セミナー「患者報告式アウトカム

尺度における臨床的有意性の定め方: 介入効果

の解釈のために」 

竹林 由武 
(福島県立医科大学) 

634 人 

2022 年 3 月 25 日 第 4 回臨床疫学セミナー「NDB を活用した臨床

疫学研究: 誰もが活用できる未来に向けて」 
奥村 泰之 
(臨床疫学研究推進機構) 

519 人 

2022 年 8 月 26 日 第 5 回臨床疫学セミナー「疫学・統計学からみた

責任ある研究活動: 不正の連鎖を止めるために」 
佐藤 俊太朗 
(長崎大学病院) 

371 人 

2022 年 12 月 17 日 第 6 回臨床疫学セミナー「教科書が教えてくれな

い『交絡』の話: 実践的な調整変数選択から未測

定交絡への感度分析まで」 

芝 孝一郎 
(ボストン大学) 

1022 人 

2023 年 1 月 20 日 第 7 回臨床疫学セミナー「臨床研究の新しい組み

立て方:『何を推定したいのか』から研究計画と

解析方法を考える」 

佐藤 俊太朗 
(長崎大学病院) 

897 人 

2023 年 2 月 24 日 第 8 回臨床疫学セミナー「単一事例の研究デザイ

ンと解析: データに基づき臨床を科学的にする」 
竹林 由武 
(福島県立医科大学) 

684 人 

2023 年 3 月 31 日 第 9 回臨床疫学セミナー「NDB サンプリングデ

ータセットを活用した臨床疫学研究の可能性: 
誰もが活用できる未来に向けた試み」 

奥村 泰之 
(臨床疫学研究推進機構) 

564 人 
 

2023 年 6 月 16 日 第 10 回臨床疫学セミナー「医学論文執筆の新常

識！初心者からベテランまで役立つ ChatGPT 活

用法ウェブセミナー」 

片岡 裕貴 
 (京都民医連あすかい病

院) 

1669 人 

2023 年 8 月 25 日 第 11 回臨床疫学セミナー「データから知りたい

因果効果を探るには：クエスチョンと統計手法を

つなぐ教科書では学べない思考力養成講座」 

芝 孝一郎 (ボストン大学) 1136 人 

2023 年 12 月 15 日 
（開催中止） 

第 12 回臨床疫学セミナー「最適な患者報告式ア

ウトカムの選び方：COSMIN による信頼性と妥

当性の新しい評価法」 

竹林 由武  
(福島県立医科大学) 

開催中止 
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